所見の書き方 テンプレート
特別の教科　道徳
○○の学習後の感想に、「～～」と書いていました。○○ということに気付くことができました。
○○ということについて考えることができました。
～という気持ちが表れていました。
○○の学習の中で、～ということに気づき、～と思えるようになりました。
～する姿が見られるようになりました。
～と書いていました。～について考えるきっかけになりました。
		　　　～と感じることは、すばらしいことです。
総合所見
①生活面について　②教科の様子について　③改善してほしい点　④今後の指導の方針
先生の例
①２学期も友達と外に出てドッジボールを楽しむなど、活動的に学校生活を送ることができました。②体育では、高い運動能力を発揮し、音楽では正しく美しい声で歌うことができています。④それを自信としてもっともっと挙手や発表をするように指導を重ねます。③早く終わらせようとして文字が乱れがちなので、３学期も引き続き、文字をていねいに書くように声をかけていきます。
①２学期も友達と活動的に学校生活を送っていました。②２学期前半に比べ、後半はじっくりと問題を読み慌てずに問題を解くようになったことでケアレスミスが減り、テストで高得点を維持できるようになりました。本人も「ヤッター！」と喜びを声に出しています。満点が連続することで、学習意欲がより高まっていると思います。④３学期も今の気持ちを持ち続けてほしいと思います。
①２学期も多くの友だちと活動的に学校生活を送っていました。②２学期は木版画の緊張感や刷り上がりの面白さが心に残ったようです。③テストで読み違えや勘違いが目立ち、残念でした。④授業中に学習内容を確かめながら学び取るために、もっともっと手を挙げ、発表してほしかったと思います。３学期も引き続き、間違いを恐れずに勇気を出すことを課題とし、指導していきます。

